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小口：言葉の翻訳　文化の翻訳

◆　受講生セミナー報告　

言葉の翻訳　文化の翻訳
―C．オリヴェイラ『めずらしい花　ありふれた花』を訳して―  

小　口　未　散

　ラテ研に通うようになったきっかけは一冊の本との出会いだった。20年前アメリカで知り

合った、ブラジル人女性作家の本だ。Carmen L. Oliveira, FLORES RARAS E BANALÍSSIMAS: A 

história de Lota de Macedo Soares e Elizabeth Bishop （Editora Rocco, 1995）――舞台は1950～60年

代ブラジル、新時代の建築や公園を生み出した魅惑の都市リオ。屈指の名門女性のロタと著名

な米国詩人ビショップ、二人の愛の相克と文化の闘いを描いたノンフィクション、小説風評伝

とわかったが、ポルトガル語は読めなかった。言葉の壁を破るには武者修行が必要だった。定

年退職後の2012年から受講を始めて4年、この本を2016年2月『めずらしい花　ありふれた花

――ロタと詩人ビショップとブラジルの人々の物語』（水声社）として出版することができた。

その経緯をお話ししたい。

出会い――なぜ翻訳することになったのか

　子供の頃から私は詩や歌が好きだった。自分では書かないけれども、短い形式で多くを語る

方法に心ひかれた。言葉への興味から北米に高校留学し、異文化社会で1年暮らした。大学では

文学を専攻し、出版社に就職して雑誌や単行本、資料集、辞典、最後の7年間は文庫など、様々

な本の編集にかかわった。本作りは面白い仕事だったが、勤め先は学術書を重視する社風なの

でテイストの違う詩の本を作るチャンスは巡ってこなかった。もし会社で仕事にできないのな

ら個人にできることはあるだろうか、と日々考えていた30代の終わり、アメリカの詩人エリザ

ベス・ビショップ（1911-79）を知った。日本では未だに有名でないものの、母国では20世紀を

代表する詩人の1人、教科書やアンソロジーの常連で、肖像は切手の図柄にもなり、作品はオク

タビオ・パスがスペイン語にするなど海外でいくつも訳されている。代表作“One Art”（「一芸」）

は映画『イン・ハー・シューズ』（2005）でキャメロン・ディアスが朗読し、一気に世間に広まった。

　さて、友人に借りたアメリカの教育テレビのビデオで、詩人の生涯と作品にふれた私は、40

歳になるとすぐに勤務のかたわら作品を漁り、詩人の生活圏を旅し、アマチュアとして海外の

学会に参加するようになった。生前刊行された4つの詩集の半ばに明らかな詩風の変化があり、

そこに15年に及ぶブラジル生活があったこと、それが詩人の飛躍を促したことに強く感じるも
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のがあった。ブラジルには人を惹きつける何かがある――そう思ったのは、ボサノヴァが大好

きだったことに加えて、20世紀前半の欧州とりわけフランスからの作家や音楽家がこの国に夢

中だったと聞いていたからだ。しかし英語で読む研究書や研究者との付き合いだけでブラジル

時代を想像することには限界があった。当時すでにビショップの詩の翻訳も試みていたが、英

語の詩はともかく、ブラジルを知らずにこの人を本当には訳せない、ともどかしかった。そん

なとき、カルメン・オリヴェイラの本FLORES RARAS E BANALÍSSIMASが出版された。1995

年のことだった。読めないけれどもビショップの人生の空白を埋める重要な本だとときめいた。

謎の女性ロタ（1910-1967）との15年余の生活と、1950～ 60年代ブラジルがここには詰まって

いるのだから、と。

　1997年、98年は私にとって転機の年だった。詩人の生地マサチューセッツ州ウースターで本

の著者カルメンと出会い、意気投合し、翌年ブラジル初のビショップ学会が開かれたミナスジェ

ライス州オウロプレトで再会した。美しい世界遺産都市だった。参加者たちと遠足でロタとビ

ショップの暮らした家を訪ね、ペトロポリスやリオに遊んだ一週間の旅からの帰国後カルメン

から本と手紙が届いた。そこには思いがけない言葉があった。いつかこの本を日本語に訳して、

と。驚いた。学会の共通言語は英語だったし、私はまだ、オブリガーダ（ありがとう）ぐらい

しか言えなかったのだから。ポルトガル語ができたらな、と切実な思いにかられた。はじめて

できたブラジル人の友達の突飛な期待に応えられるかもしれないのに、と。定年退職後、ラテ

研にたどり着いたのは、そういうわけだった。

『めずらしい花　ありふれた花』とはどんな本か

　先述の通り、これは1950～60年代の実在の二人の女性を追った小説風評伝であり、著者カル

メンは新聞紙上で資料を募り、ロタの旧友4人の老女たちをはじめ知人たちのインタビューを重

ねて昔の出来事を再構成した。刊行後ブラジルではベストセラーになり、ロードムービーや実

録で知られるブルーノ・バヘット監督の手で映画化（2013）もされた。

　本の最初と最後の章は晩年のビショップの立場からの回想で括られる。だが本の全体はブラ

ジル人の立場からの証言構成だといっていい。ストーリーを略記しよう。

　1951年、創作に行き詰まり南米一周の旅に出た詩人は、ブラジル原産の果物カジューをかじっ

てアレルギー発作を起こし、旅はリオで頓挫する。旧知の米国女性メアリーとその同居人だっ

たロタの世話になるうち、ロタと詩人は恋に落ちる。シャイでアルコール依存症の詩人をロタ

は新しいパートナーとしてリオ湾岸アトランチカ大通りの高級住宅に迎え、当時ペトロポリス

近郊に建築中だった山荘に仕事部屋まで新たに建てて創作の環境を整えてやる。ロタは学者や

大臣が輩出した名門マセード・ソアレス家の出身で、大学には行かなかったけれども美術と建

築に精通し、画家ポルチナーリや来伯したル・コルビュジエの息のかかったブラジル有数の建

築家たちばかりか、アメリカの芸術家やニューヨーク近代美術館の関係者とも親しい、外交的

かつエネルギッシュな人物だった。ビショップとの「家庭」となる滝の音と岩山と雲に囲まれ

た家も建築家ベルナルデスとロタの合作で、第2回サンパウロ・ビエンナーレで建築賞をとる。 
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上左：  画塾にて，1935年．ロタ（1列目左端），
中央ポルチナーリ（白上着），その後ろ
ブーレ・マルクス，最後列にマリオ・ヂ・
アンドラーヂ.

上右： ペトロポリスに残るロタの姿（40代）
中：  工事中のサマンバイア．ロタは詩人の仕
事場も建てた. ©Zuleika Torrealba

下： ビショップ（40代），幸福なブラジル時代．
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詩人も創作力を取り戻し、第2詩集でピュリッツァー賞を受賞する。周囲の人々は人気者のロタ

のもとへやって来たアメリカ人をどこか侵略者のように警戒し、羨望や嫉妬のまざる複雑な思

いで二人の幸福を見ていた。

　折しも1960年、首都はブラジリアに移転し、旧首都リオが州に昇格すると、初代州知事カル

ロス・ラセルダが友人ロタの美的センスを見込んで、新政府の目玉事業、都市再開発プロジェ

クトのリーダーに抜擢する。海岸埋立地を市民のレジャー公園に造りかえ、都市生活を向上さ

せる新時代のアイデアをフラメンゴ公園造成事業に提案したのはロタだった。ここをセントラ

ル・パークにしてみせるわ、というのが口癖だった。しかし官僚の仕切る男社会での悪戦苦闘

はロタを「家庭」から遠ざけ、詩人の酒癖もあって関係は綻びていく。

　時代は世界情勢、国内情勢とも激動の時期に差し掛かっていた。キューバ革命を睨んだケネ

ディの「進歩のための同盟」なる合衆国の南米政策や、米ソのミサイル危機に翻弄されつつ、

ブラジル内部の右派左派の対立が度重なる政治危機を生み、人々のデモのうねりが最高潮に達

した1964年、軍事クーデターが起る。フラメンゴ公園をめぐる都市行政も政局と無縁ではあり

得なかった。後盾ラセルダの失脚、作業グループの内紛ことに世界的造園家ブーレ・マルクス

との決裂、公園の財団化をめぐる裁判にも敗れてロタは失職し、心身を病んで入退院を繰り返す。

左：  公園敷地，1961年．埋立地1200万㎡を市民が歩き回れるフリースペースにとロタは主張した．
当時南米最大のレジャー公園に，ブーレ・マルクスは240種の植物を配した.

右： 公園の丈高い電柱．「冷たいセメントの椰子の林」（歌手カエターノ・ヴェローゾ）／「パオロ・ 

ウッチェッロ描く戦争画のよう」（建築家ルーショ・コスタ）／「考えられない醜悪さ」（ブーレ・
マルクス）と表現は様々。
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他方ビショップは、ニューヨーク・タイムズ・マガジンに発表したリオについての記事を、有

力新聞コヘイオ・ダ・マニャン紙上でブラジルの劇作家から痛烈に批判される。文化から政治

までアメリカ目線で語るお前にブラジルの何がわかる、猿め自分の尻でも眺めてろ、と罵倒され、

落ち込む。孤立感から酒に溺れ、古都オウロプレトに逃避するように自分用の古い屋敷を買い、

修復費用のためシアトルの大学からの客員教授職を受けるなど、ブラジルへの愛着はありなが

ら、残留と撤退の気分に揺れる。二人の関係劣化が決定的になった1967年、詩人を追ってニュー

ヨークに渡ったロタは到着の晩、睡眠薬を飲み、事故か自殺か、一命を散らす。ロタの死がビ

ショップのブラジル時代の事実上の終焉だった。失意の詩人はペトロポリスの家には一度も戻

らずオウロプレトの家も売り、ブラジルを断念するが、逆に母国での経歴は花開いていく。

　一方1985年まで続く軍政のブラジルでロタの生涯は忘れられていき、二人の運命の落差を旧

友の老女たち4人はそれぞれの視点でとらえ返す。

　この評伝は50～60年代ブラジル人のプライヴェート・ライフの年代記としても、背景のブラ

ジル=アメリカ関係史としても読める。だが内容の話は一旦おいて、翻訳の話に移ろう。

壁について――言葉の翻訳、文化の翻訳

　翻訳にとりかかったのは2014年。ポルトガル語修行2年余で本を訳そうというのは乱暴かつ

厚かましい話だが、実はその10年以上前、2002年刊英訳の私訳を試みていた（Neil Besner訳、
Rare and Commonplace Flowers: The Story of Elizabeth Bishop and Lota de Macedo Soares, Rutgers 

University Press, 2002）。その粗い訳稿とポルトガル語の原著を対照すればいい、と楽観していた。

けれどもいざ比べてみると、細部の削除、説明的な加筆、パラグラフの変更など異なる箇所が

気になり、原文通りの方が情報量も文体も魅力がある。原著に戻ってやり直そう、と決心した。

ただ、困ったことに原著には注がない。英訳にも注がなく、困難はなかったのだろうかとカル

メンに尋ねると、「あれは私とのデュエット」――英語に堪能な原著者が英訳者を補佐したとの

こと。文学的なスタイルとして、注は野暮、との作家の矜持だったかもしれない。

　しかし、翻訳は何よりもまず、言葉の翻訳である。そこにあるポルトガル語に付き従うほか

はない。この点では、辞書HouaissもAurélioも使いこなせない段階で相談にのり、一緒に原書を

読んでくださったラテ研講師・神田工先生に感謝しなくてはならない。途中、「この頻度で間違

いがあるとすると…」と呆れられたこともあった。20年以上ビショップを読んできた経験や英

訳からの類推では足りず、第一の壁に向かって空打ちの連続だった。

　だが進めるうち、字義の奥には第二の壁がある、翻訳とは文化の翻訳なのだ、と今更ながら

気づいた。そんなとき注のない本は厄介である。字義の壁は怖いが、無知の壁は厚い。

　今回の話を「言葉の翻訳　文化の翻訳」と名付けたのは、昔読んだ、ある新聞コラムを思い

出したからである。たしか外国文学を教える大学教授のこんな文章だった――

〈キャンパスを歩いていると、掲示板の前で教え子が二人話している。何気なく聞こえてき

たのは自分の授業のことだった。女子学生の言葉に私は仰天した。彼女はなんと言ったか

――「私ね、あの先生のテキスト、訳せるんだけど意味が分からないのよ」意味が分から
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ないのに、なぜ訳せるなんて思えるのか、と私は心の中で叫んだ〉

これを読んだのはまだ出版社勤めの頃のことだが、笑えない笑い話だった。翻訳物を扱う編集

現場では始終ぶつかる事態だったからだ。それは今、ラテ研の授業でもぶつかる事態である。

たとえば旦敬介先生のラテンアメリカ文学の訳読で、民族史・社会史にかかわる語彙や地理・

風俗習慣・動植物の知識などが比喩や表現の核をなすテクストだと、「訳はちんぷんかんぷん、

意味はとんちんかん」を私も毎度やらかした。まさに読めども読めず、だ。危険は、読み取り

不足に限らない。読み取りすぎの場合もある。むかし担当した本『エーコの読みと深読み』（岩

波書店、1993）では、作者も与り知らない深読みの例をエーコがユーモラスに紹介していた。

翻訳はそのつど解釈だが、過剰解釈という落とし穴もあるのだ。

　さて、困ったときネット検索は便利だが、著者が存命なら本人に聞くのが確かではある。今

回翻訳を急いだ事情には、カルメンが度々病気し、生きているうちに約束を果たしたい、とい

う焦りもあった。体調が心配で、問題を絞って尋ねたが、貴重な返事のおかげで、下手な深読みで

生じた誤解や、見えない脈絡に気づかせてもらえた。

　私に難しかったのは、本書に出没する多言語的な側面と、ロタの独特な言葉遣いだった。い

くつか例を拾ってみよう。

　まず、英語とポルトガル語方言の相互干渉。酒場で潰れたビショップをミナスジェライス州

出身のメイドが担いで帰る場面。詩人は“Why?”――「なぜ、なぜなの」と人生への呪詛を、

糾弾口調でわめくのだが、英語のできないメイドの耳にはミナス方言の“Uai?”――「そうでしょ、

ねえったら」と同情をせがむ泣き言、懇願口調に聞こえる。著者によれば、Why?　とUai?　の

音が同一のため、話し手と聞き手の意味のギャップ、気持ちのすれ違い、異文化コミュニケーショ

ンの微妙な困難の現れる瞬間を捉えたものだという。このメイドも著者のインタビューに答え

て、詩人の生活を伝えた情報提供者の一人だった。

　次には、ロタの言葉の多言語性。英語が流暢で間違えるときもとても流暢に間違えた、とい

う証言は笑えるが、パリ生まれで父親の政治亡命時代にはベルギーなど内外のフランス語学校

育ちのため、仏語の影響の方が強い。言いにくい言葉を仏語風に上品めかして、堅物の役人を

煙に巻く場面など、ロタは行動と同様、言葉も軽々と国境を越えていた。

　ロタの言葉遣いは彼女の思考や感性を映し出す。フラメンゴ公園造りの仲間をなぜ「ブータ

ンタン」と呼んだのか。この地名Butantãはサンパウロ大学の研究所の名称でもあり、蛇毒治療

の血清研究で名高い。リオの公園になぜ?!　と私は困惑し、後に内紛するグループだからネガティ

ブな表現かな、「魑魅魍魎」「百鬼夜行の集団」と訳そうかと深読みした。だが著者は、ポジティ

ブな「エリート集団」の意だと正してくれた。公園造りのリーダーとして最高の仲間を選んだ

というのがロタの主張だったから、これは納得がいく。ポルトガル語で達人・精鋭をcobra＝蛇

と呼ぶので、その連想で蛇研究の最高峰に例えたようだ。

　ロタのブラジル人としての心意気を示す造語もあった。公園の建設資材について会議で渡り

合う場面で、技術官僚・専門家を「テキニキン」と罵る。普通なら「テキニコ」técnicoだろうが、 

「役人族」とでも訳したいこのtecniquimは、先住民「トゥピニキン族」tupiniquimと韻を踏み、

対抗心を示す造語なのだと著者は説明した。20世紀半ばのブラジル女性としてガラスの天井と
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闘うロタは、大学出が牛耳る男社会の専門家や官僚に我慢できなかった。形容詞では「ブラジ

ルの」「ブラジル国内の」も意味する名詞「トゥピニキン族」こそ自分の足場にふさわしいとみ

なした。欧米体験豊富なロタは時に「外国かぶれ」「北米かぶれ」と批判されたが、親友の作

家ハシェウ・ヂ・ケイロスはロタをブラジレイリッシマ＝「心底ブラジル人」と呼んだ。「テキ

ニキン」は闘うロタのアイデンティティを示す造語だから、意味で訳さず、音を残してほしい、

とカルメンは言った。カタカナ語にした所以である。

　最後に挙げたいのは、ビショップが関心を抱いた、人への呼びかけ語“f lor”だ。ロタは上下

男女の別なく「私の花＝ミーニャ・フロール」と話しかけるが、本書の題名と主題に係わるキー

ワードである。それは言葉の翻訳から文化の翻訳へと私たちの目をいざなう。

花々のゆくえ

　『めずらしい花　ありふれた花』という風変わりな題名は何を表すのだろう、とずっと考えて

いた。訳すと長くなるので「花」と単数形にしたが、原題は複数形だから、直訳は『めずらし

い花々　ありふれた花々』となるはず。ポルトガル語のフロール＝花は、良い人・優しい人など、

「人」を表す言葉でもある。呼びかけ語としての“minha f lor”は、ロタの時代のやや古風な表

現だが、f lor自体は現代の文章でも使われる。日本語でも社交界の花とか名花一輪などと言うが、

英語ではどうだろう。辞書では若い女性やホモセクシュアルの男性への呼びかけ語としての「あ

なた」に相当、と説明がある。英訳版の序文や訳者付記ではとりたてて「花」の意味を深追い

しない。だが検討に値すると思うのは、植物マニアのロタや友達を花に仕立てた奇妙な戯画が

あるからだ。偽の学名つきのふざけた絵だが、オスカー・ニーマイヤーと共同事務所を持つ建

築家カルロス・レオン筆の、ロタへの贈物だった。元の題は「ちっぽけな日常の植物相」だが、

著者カルメンはこの絵に「めずらしい花々、ありふれた花々」と書名と同じキャプションをつ

けて、本の図版に入れている。ロタの口癖「私の花」「お花さん」は、ビショップがロタに心惹

かれる動機でもあったのだ。

　花についてはもう一つ、見逃せない場面がある。本の最後、ナナーの家に集まった老女たち

――イズメーニア、ヴィヴィーニャ、マリア・アメリアは、各人各様に暮らしてきた。ロタを

愛しビショップを嫌ったフェミニストのヴィヴィーニャ、軍人の娘で超・保守的なマリア・ア

メリア、合衆国でキャリアウーマンとして働いていたイズメーニア、ずっと地元で地道に生き

てきたナナー。思い出話の後、家へ帰る道すがら、イズメーニアの脳裏に植物が浮かぶ。ナナー

の部屋でブラジル原産のサツマイモの茎が大きく1メートルも垂れていたのがよみがえり、ふと

自分の家では植物は育たない、アフリカスミレは全部造花だ、と考える。一見、ストーリーに

関係なく挿入された不思議なディテールだが、これは2人の女性像の対比なのだと著者は私に

言った。先進国へ出ていく人と自国に根をおろす人、という対比は、軍政時代に国を出てアメ

リカで学び、ブラジルに戻ってきた著者カルメン自身の文化への見方や価値観の洗い直しを反

映するディテールにも思えた。残りの老女2人もまた、この時代のブラジル人の生き方を体現す

る女性像として描いたのだろう。
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上左：   原著者カルメン-オリヴェイラ．自宅農園で収穫したカジューの実を手に.

上右：  花々の画．1949年．カルロス・レオンの贈物．中央が植物に模したロタの戯画. 

 親しかったポルチナーリへの戯画も左下にみえる。
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　そう考えると本書は、闇に埋もれたブラジル女性と有名アメリカ詩人の評伝であるのみなら

ず、アメリカ＝ブラジル間の攻防に立ち会う本にも見えてくる。

　原著のサブタイトルはA história de Lota de Macedo Soares e Elizabeth Bishopだが英訳のそれは
The Story of Elizabeth Bishop and Lota de Macedo Soaresと人名の順番が逆になっている。これは

おかしい。なるほど、より有名なビショップの本として売ろうという英米圏での販売戦略は明

らかだ。しかしどうみてもこれはロタの本であり、したがって「ロタとビショップの物語」と

いう順番を守るべきなのだ。

　上から目線というものがあるなら下から目線というものもある。異文化を公平に捉えること

の難しさが試される。外国人をあがめるか見くだすか、共同体の力関係に個人の見方は影響を

受ける。アメリカ社会対ブラジル社会、さらには、男の社会対女の社会について複雑な視線と

感情が本書の至る所で交錯し、主人公二人を含め多くの人々＝花々の言動を左右している。そ

れがメインタイトル及びサブタイトルにこめられている、と思った。

　日本語でタイトルをつけるに際して、煩わしさをさけるため、「花々」を「花」と単数形にし

たことはすでに明かした。しかし英訳も保持している原題の複数形を取り戻すには、訳者とし

てどうすべきかと考えたあげく、私は日本語版のサブタイトルに、原題にはない要素を加えた。

「ロタと詩人ビショップとブラジルの人々の物語」――ポルトガル語の花々を人々と言い換える

ことで、本書の世界をより深く伝えられたらと願った。

結びに

　言葉の壁、文化の壁は、ロタとビショップの関係の壁でもある。ロタにとって、激動のブラ

ジルでのアメリカ人との愛そして理想の公園の追求は大きな夢との闘いであり、リオについて

の記事を罵倒されたビショップにとって、15年余の生活はアメリカ人をみるブラジル人の目と

の闘いだったことだろう。壁を手探りする闘いの長さと不確かさが迫る。

　今、私は、この本を訳して良かったと思っている。内容もさることながら、著者の人柄その

ままの文体の魅力に浸ることができた。カルメンの本はブラジル人らしさとは何かを日々私に

問いかけた。心温かく磊落で人心の機微に敏感な、起伏に富んだ語りから、多くのことが伝わっ

てきたと思っている。

　一受講生の40歳からのひょんな取り組みと、翻訳の経験についてお話ししてきた。私は依然

として研究者でも翻訳家でもない。個人的な動機から出発し、運よく結果を手にしたとはいえ、

アマチュアとしての立場を忘れたことはない。でもともかく充実の日々だった。英訳で削除さ

れたペトロポリスの道の名前や、まびかれた有名人の正体、サンバの歌詞にこもる民衆の本音

などを追うこと自体が、一つ一つブラジルを知ることにつながっていく面白さ。マリア・セイン・

ヴェルゴーニャという花の、種類はインパチェンスと判っても、この名が一体「恥知らずのマ

リア」なのか「穢れなきマリア」なのか、うっかり訳せば正反対の意味になると狼狽し、授業

後ソニア・ナカガワ先生のもとへ駈け込んだことなど、懐かしい思い出が月日に綯い合わさっ

ている。
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　私にとってブラジル入門というべき一冊の本との出会いがなければ、ラテ研に来ることも、

ポルトガル語をシェアする仲間を知ることもなかった。この幸運に感謝している。

〈参考〉

1  映画: 

　FLORES RARAS（um filme de Bruno Barreto, 2013）は若干期待外れの感がある。女性同士の

愛の話だが、本書では同性愛という言葉は一度も使っていない。著者が描いたのはもっと

広い普遍的な愛の関係だが、その点、映画の主眼が三角関係や同性愛に絞られたのは残念だ。

二人の家は私有地ゆえ撮影できなくとも、当時の政治状況などもっと深めてほしかった。し

かし本書以前、ブラジルでもほとんど知られていなかったロタを知らしめた功績は大きい。

現在ではロタの名誉回復もなされ、公園事業に名をとどめ、先駆的女性に与えられるシキー

ニャ・ゴンザーガ・メダルを受賞、リオ名誉市民にも選ばれている。
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（おぐち　みちる　本講座受講生）
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年 ブラジル アメリカ合衆国
～1900 奴隷制廃止（1888）　第2帝政崩壊・共和国樹立（1889）

ブラジル文学アカデミー創立（1897）　
南北戦争（1861-65）　奴隷制廃止（1865）
米西戦争（1898）

1910～11 　▼ロタ誕生（1910、父の政治亡命中パリにて） 　�▲ビショップ誕生（1911、マサチューセッツ州ウースターにて）
～1920 第1次世界大戦（1914-18）、連合国側にブラジル参戦（17-） 第1次世界大戦、アメリカ参戦（17-）
1922 リオのコパカバーナ要塞で将校反乱（テネンティズモの開始）

　▼父の政治亡命でロタ、ベルギーの学校へ（12-18歳）
サンパウロで「近代芸術週間」（モデルニズモ運動、開始）

　�▲幼児期に父の死去、母の発病で、カナダおよび米国北東
部の親戚の家で育つ。全寮制学校へ。15歳で詩に開眼。

～1930～ 革命勃発、ヴァルガスが臨時大統領に（34正式に就任） 禁酒法の時代（19-33）　世界恐慌（29）
～1940～ 　�▼ロタ、ポルチナーリの画塾で美術家・建築家と交流。父

の醜聞、家族と離れる。母の死でペトロポリスの土地を相続。
第2次世界大戦（41-45）、ブラジル参戦（42）
政党対立激化。軍を敵に回し、ヴァルガス辞任（45）

　�▲EB，ヴァッサー女子大進学（31-34）、卒業直前、母の死。
少額の遺産で、ニューヨークに住み、広く欧州を旅行（35-36）。
第2次世界大戦、広島・長崎に核兵器を使用（45）
　�▲フロリダ移住（39-48）、メキシコへ（43）。第1詩集『北と南』
（46）、ホートン・ミフリン詩賞で注目される。

～1950 　�▼ロタ、ポルチナーリ米国展に随行（41-42）、友人メアリー
をリオに誘い、共にペトロポリスの山地サマンバイアに家を
構想。

直接選挙でヴァルガス復活（50）

東西対立激化、NATO成立（50）、米ソ冷戦時代の幕開け。
　�▲ワシントン議会図書館で詩学顧問職（49-50）　詩作に行
き詰る。　

1951 ヴァルガス、大統領に再任。第1回サンパウロ・ビエンナーレ
　�▲EB、リオ到着。アレルギーを発症、ロタの世話になる。
　�▼ロタ、建築中のサマンバイアをEBとの「家庭」にすると決意。

反共産主義の嵐、マッカーシズム（50-54）、朝鮮戦争（50-53）
　�▲心機一転、南米へ。旧知のメアリーを頼り、ブラジルの首
都リオをめざす（以後15年余、ブラジルに滞在、著作の発
表は米国で継続）

1952-53 　▲EB，初のオウロプレト旅行（53） 　▲▼ロタと渡米（52）　自伝的短篇「村里にて」（53）
1954 　▼ロタの家、第2回ビエンナーレで建築賞を受賞。

反大統領派ラセルダへの暗殺未遂事件。ヴァルガス自殺。
1955 昇格した副大統領の病気で、臨時大統領が続く。 　�▲第2詩集『詩集―「北と南」「冷たい春」』（55）、翌年ピュ

リッツァー賞（56）。ブラジル建築家の本を英訳、文化紹介
に関心を深める。

1956 クビシェッキ、大統領就任、野心的な国の発展構想。　
1957 新首都ブラジリア建設開始 　�▲▼ロタと渡米、6ヵ月滞在。炭鉱町の少女の日記を英訳出

版。
1958-59 サッカーＷ杯で初優勝（58）、国威発揚のシンボルに。

　�▲ハクスリー、サマンバイア訪問。EBとブラジリアやアマゾ
ンへ。

キューバ革命成功（59）、米ソ冷戦激化。

1960 遷都。リオは州へ昇格、グアナバラ州となる（初代知事ラセルダ）
1961 　�▼ロタ、ラセルダに任命され州政府プロジェクトに参加、リ

オ市湾岸の埋立地の再開発、フラメンゴ公園建設の補佐官
に。秋、精鋭をあつめて作業集団「グルポ」を立ち上げる。
クアドロスが大統領就任、8ヵ月で辞任。中国訪問中の副大統
領ゴラール昇格、大統領権限は縮小。ラセルダは中央と対立。

ケネディ大統領就任、キューバと国交断絶。南米諸国に対し
ては善隣外交を展開、「進歩のための同盟」発足。
　�▲▼年末、ロタと渡米。ライフ・ワールド・ライブラリー『ブ
ラジル』校正のため、5週間ニューヨークに滞在（62刊行）。

1962-63 　�▼「グルポ」運営、難航。ロタの官僚との悪戦苦闘の一方で、　
サマンバイアは欧米知識人や詩人ローウェルの来訪続く。
軍や議会が州行政に圧力、ラセルダの立場は悪化。

キューバ・ミサイル危機（62）、米ソは核戦争をかろうじて回避。
ヴェトナム戦争（62-73）　ケネディ暗殺（63）

1964 ゴラール失脚。長期軍政開始（-85）、軍政令第1号により多数
の人々の公民権停止。カステロ・ブランコ将軍、臨時大統領に。

人種・性差別禁止の公民権法、成立。
　▲リスペクトールの短篇、英訳。
　▲シアトルの大学、EBに客員教授職を打診。

1965 リオ市、四百周年を迎える。軍政下での州知事選の年。
　�▼ロタ、ラセルダの任期切れを懸念、公園の財団化に奔走。
　作業仲間の造園家ブーレ・マルクス、新聞紙上でロタと決裂。
ラセルダ任期終了。公園完成、だが財団は仮処分、裁判に。
　�▲EBのリオの記事、『コヘイオ・ダ・マニャン』紙で酷評。
失意と　多忙なロタとの距離感から、EBはオウロプレトに古
い家を買う。その修復費用のため、米国での教授職に応じ
る決心。

ジョンソン大統領、ヴェトナム北爆。内外で反戦機運たかまる。

　�▲リオ紹介の記事、『ニューヨーク・タイムズ・マガジン』
に掲載
　�▲第3詩集『旅の問い』（65）　年末、単身シアトルへ。半年
間大学で詩を講義、新しい友人と出会う。

1966 　�▲夏、EBブラジル帰還。ロタと離れ、主にオウロプレトで過
ごす。
　▼財団の裁判が終わり、ロタは敗訴。失職し、心身を病む。

1967 コスタ・イ・シウヴァ将軍、大統領就任。　
　▼▲ロタは入退院を繰り返す。EBはブラジルを去る決意。
　▼ロタの遺体、帰国。葬儀でラセルダが弔辞。EBは来ない。

　�▼秋、EBを追って渡米したロタ、ニューヨークで死去。５7歳。

1968～ 軍政令第5号、検閲・言論弾圧で、政情不安。
　�▲EBは漸次オウロプレトに通い、家を移譲。ロタの死で多く
の友人を失うが、文化紹介に対してブラジル政府からリオ・
ブランコ賞（71）。
長期にわたる軍政、終わる（85）。ブラジル、民政の時代へ。　

　▲EB、西海岸に1年暮らし、その後東部へ移住。
　�▲『20世紀ブラジル詩集』（72共訳）　第4詩集『地理Ⅲ課』（76）
　70年代を通して評価が高まり、数々の賞を得る。
　�▲EB、ボストンで死去（79）。68歳。

1995 オリヴェイラ著『めずらしい花　ありふれた花』、ロタの生涯
を紹介。

2010～ 　�▼生誕百年（2010）、オリヴェイラ原作の映画（13）等で名
誉回復進み、公園への先駆的業績に対してシキーニャ・ゴ
ンザーガ賞。

　�▲EB生誕百年（2011）、カナダ・アメリカ・ブラジルで記念行事。
　新たな全詩集、散文集、書簡集など刊行続く。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年表作成：小口）

〈略　年　表〉� ▼ロタ　▲ビショップ（EB)


